
 
報告日：令和 2 年 8 月 31 日 
名  称 令和 2年度（第 1回）鹿沼市長寿計画運営委員会 
日  時 R2.8.25(火) 13：30～14：30 
場  所 市民情報センター2階 子育て情報室 A 

出 席 者 別紙のとおり 
事務局：小林保健福祉部長、亀山高齢福祉課長、星野介護保険課長、小堀課長補佐 
    大貫長寿推進係長、岩田、長谷川 

内容及び 
結果等 
配布資料 

○委嘱式 司会 亀山課長 
1、委嘱状交付 代表受領 星 雅朗委員（鹿沼歯科医師会） 
2、市長挨拶  代理 福田副市長 
 
○委員会 司会 亀山課長 
1、開会 
2、委員紹介 委嘱式にて氏名を読み上げたため割愛、事務局のみ自己紹介 
3、委員長・副委員長選出 
 ・川田委員より、福田副市長の推薦があり、異議無く福田副市長が委員長と 
  なる。 
 ・福田委員長より、副委員長の氏名。吉井 和夫委員を指名。 
4、協議（報告）事項 資料 1に追加資料あり 
 （1）第 7期長寿計画の実施状況について資料 1 により小堀課長補佐説明。 
 （2）第 8期計画策定に伴う「基本指針」について資料 2 亀山課長説明。 
 （3）第 8期長寿計画の策定について 
  ・鹿沼市の現状と将来推計等 資料 3 根本係長説明。 
  ・第 8期計画の骨子（案） 資料 4 大貫係長説明。 
委 員 長：骨子（案）通り策定予定。基本的には第 7期計画を踏襲した計画とす  

     の「基本指針を踏まえて、第 8期計画を策定していく。 
     時点での質問等あれば、お願いします。→質問意見等なし 
横山委員：各自、自己紹介をしてはどうか 
委 員 長：鹿沼市副市長の福田義一と申します。副市長 2 年。みなさんの率直な

意見をお願いします。 
副委員長：自治会連合会より選出の吉井です。自治会長 20年。中央地区では、 
地域包括ケアシステムの取り組みをはじめている。住み慣れた所で地域の人に 

見守られながらいきいきととしをとっていくというのは大変な課題。地域包括 

支援センターとの連携や地域の人材の活用進めている。よろしくお願いします 
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田中委員：鹿沼市に約 20年前に皮膚科泌尿器科を開業。 
星委員：鹿沼歯科医師会所属。2年前から介護認定審査会に参加している 
生まれも育ちも鹿沼市。18才で一時県外に出たが 11年前に歯科医院を開業した。 
下妻委員：薬剤師会生まれは県北。約 40 年鹿沼在住。40 年で市内の様子は変わ

った。高齢者の住みやすいところは、住民の住みやすいところと考えている。 
神山委員：民児協連合会会長。民生委員として 20年活動。地域の高齢者が安心安

全で暮らせるようなお手伝い、高齢者状況調査災害時の対応等民生委員は対応し

ている 
吉川委員：鹿沼市ボランティア協会。お年寄りのお手伝いのグループもある。 
寺崎委員：鹿沼市老人クラブ連合会。老人クラブの会員が増えない。老人クラブ

の活動に競合する活動もある。深津、白桑田地区の老人クラブの名称を「津田未

来塾」に変更した。 
舘野委員：鹿沼市市議会議員。南押原地区在住。高齢化率の高い地域。南押原地

区悠々館事業をやっている。地域の夢実現事業で実施。高齢者ひとりひとりが生

きがいをもって参加。何が課題か議論しよりよいまちづくりにつなげていきたい。 
半田委員：鹿沼市特養連絡協議会。鹿沼市内の特養 9か所。 
菊池委員：御殿山病院、介護老人保健施設ほほえみ勤務。病院 CW,介護支援支専

門員、介護支援専門員兼務している。10年前～栃木県在住。 
川田委員：介護支援専門員連絡会。第 6期～委員。鹿沼市にて出生。 
横山委員：昨年車せコンビニ電柱に激突。車は大破した。宇都宮市勤務。 
1日 8,000歩、早歩き 20分。歩くことは健康に良い。健康ウォーク推奨したい。 
岡本委員：高齢者はごどうしたら高齢者が自立できるのか知りたくて応募した 
委員長：それぞれの立場でご意見を出してて欲しい。今後の日程について。 
 
大貫係長：資料 5 により説明。 
 
その他：特になし。 
亀山課長：これで、終了致します。 
 
 

次回予定 12/18（金） 
記 録 者 高齢福祉課 長谷川 
鹿沼市審議会等の会議の公開に関する要綱第 2条に基づく審議会等の公開状況 

（該当する審議会等以外の会議・打合せ等については記入不要） 

 




